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  多  人 不安 多             震災 二度 起       願     今日 本文          行  弟子達に会って質問をした場面です。

1.宗教と福音 2.神の国 3.ツラノの講堂の運動 4部「治療者イエス・キリスト」
(イザヤ 53:4－6)

▲使 19:3-5(「では、どんなバプテスマを受
けたのですか。」と言うと、「ヨハネのバプ

テスマです。」と答えた)－パウロは聖霊を受
けたか質問をして、宗教生活(バプテスマの
ヨハネ)か福音かの信仰の色を確認をした。
▲宗教生活の人は人間の根本問題(罪、サ
タン、死)は何か分からない故にキリスト
教も他の宗教も同じであると思っている。

1)ただキリスト－根本問題の解決者
(1)真の王-Ⅰヨ 3:8(神の子が現われたの
は悪魔のしわざを打ちこわすためです)
(2)真の祭司-ローマ 5:8(私たちがまだ罪人
であったときキリストが私たちのために

死んでくださったことにより神は私たち

に対するご自身の愛を明らかにしておら

れます)
(3)真の預言者－ヨハ 14:6(「わたしが道
であり、真理であり、いのちなのです)
(4)ヨ 19:30(イエスは、酸いぶどう酒を
受けられると、「完了した。」と言われた)
①キリストが根本問題(サタン、罪、死)
を解決をされ全ての問題を完了した。

②過去、現在、未来の問題は終わった。

2)救いの確信－Ⅰヨハ 5:12-13(御子を持
つ者はいのちを持っており、神の御子を

持たない者はいのちを持っていません)
(1)救いの確信－救われた者に命がある
(2)天国に行く確信を持つ。
(3)Ⅰヨハ 1:9(もし、私たちが自分の罪
を言い表わすなら、神は真実で正しい方

ですから、その罪を赦し、すべての悪か

ら私たちをきよめてくださいます)
・罪を告白をして悔い改め赦される。

3)聖徒の祝福-1コ 3:16(あなたがたは神の
神殿であり神の御霊があなたがたに宿

っておられることを知らないのですか)
(1)エペソの弟子は聖霊が分からない
(2)福音を受け入れた者は聖霊が共に。

▲使徒 19:8(パウロは会堂にはいって、三か月の
間大胆に語り、神の国について論じて、彼らを説

得しようと努めた)
－救われた者は悪魔の国を奪い勝利する人生

－キリストが主人になる人が神の国を味わう

1)キリストが主人－ガラ 2:20(私はキリストとと
もに十字架につけられました)

2)御言葉
(1)ヨハ 13:34(わたしがあなたがたを愛した
ようにそのようにあなたがたも互いに愛し合

いなさい)－教会では互いに赦して愛し合う。
(2)使 1:3(四十日の間彼らに現われて神の国の
ことを語り)
・ 40日間神様の国のことを語った。
－40日間の集中の中に入る

3)Ⅰぺテ 2:9(あなたがたは、選ばれた種族、王で
ある祭司、きよい国民、神の所有とされた民

です／すばらしいみわざを、あなたがたが宣べ

伝えるためなのです)
(1)サタンに勝利をする為に王、祭司、預言者の
務めの信仰を持つ。

②王の務め：悪魔と戦い勝利する信仰

③祭司の務め：赦し愛する聖化された者

④預言者の務め：福音を伝達をする。

(2)レビ記 11:45(あなたがたは聖なる者となり
なさい。わたしが聖であるから)
①神様のように聖なる者となる。

②罪と戦って歩み聖化の生活を送る

(2)使徒 1:8(聖霊があなたがたの上に臨まれる
とき、あなたがたは力を受けます／わたしの

証人となります )
・聖霊に満たされた者となる。

1)使徒19:9-10(ある者たちが心をかたくなにし
て聞き入れず、会衆の前で、この道をののし

ったので、パウロは彼らから身を引き、弟子

たちをも退かせて、毎日ツラノの講堂で論じ

た。これが二年の間続いたので、アジヤに住

む者はみな、ユダヤ人もギリシヤ人も主のこ

とばを聞いた)
(1)ツラノの講堂で 2年の間福音を伝達した
(2)7つの教会が建つ(エペソ、スミルナ、
ぺルガモ、テアテラ、サルデス、フィラデル

フィア、ラオデキヤ)
－日本の 200都市に教会を建てるように。
(3)ツラノの講堂で訓練を受けていったよう
に、神学校を通して牧師、長老が堅く立てら

れ伝道、宣教に用いられるように。

2)使徒 19:19-20(また魔術を行なっていた多く
の者が、その書物をかかえて来て、みなの前

で焼き捨てた。その値段を合計してみると、

銀貨五万枚になった。こうして、主のことば

は驚くほど広まり、ますます力強くなって行

った)
(1)伝道者の生活により多くの御業が起こる。
(2)偶像崇拝をする人たちが偶像を捨てた。
(3)福音で悪魔から解放をされ罪が赦された
－ますます人が救われるようになった。

3)使徒 19:21(そして、「私はそこに行ってから、
ローマも見なければならない。」と言った)
(1)日本の福音化が出来ると世界の福音化ま
で出来る－福音宣教教会のビジョンである。

(2)福音を分かり癒しの答えを受けるように。

▲結論

(1)東日本神学校
(2)日本神学校
(3)チーム合宿訓練

・イエスの人生はたくさんの傷を負っ

た人生であった。

・魂を救う為に負われた物であった。

・イエス様は常に神様の御国の福音を

宣べ伝える働きを多くした

－しかし、律法学者はイエスを殺

そうとした。

・ユダヤ人によりイエス様を十字架に

つけるようにした。

・ローマ軍によって鞭を打たれ、6時間
の間、十字架で苦しみを受けた。

・今日の御言葉を通して、知らなけれ

ばいけないことがある。

1.人間の罪の為に十字架にかけられた。
1)イエスの苦しみで人間は癒された。
・イエス様が十字架にかかることをお

赦しになられた。その苦しみは人間

の罪を赦すことである。

・病の結果である罪を負われた。

・キリストの十字架はいかなる愛にも

勝る愛である。

・聖霊によって十字架の愛を知らなけ

れば悟ることは出来ない。

・異邦人にとってはおろかであっても、

めされた者には神の力である

(Ⅰコリ 1:23－24)
２．イエス様は十字架により人間の

傷をいやすためにこられた。

・十字架によって癒された(イザヤ 53:5)
・キリストの打ち傷の故に癒された

－心の傷、挫折、抑うつを癒す

・傷の癒しの方法－心の傷を神様の前

に捧げる－神様は傷を受け入れる

・イエス様は復活をして傷を癒される

・誰かによって伝道をされて教会に来

るようになった。

・私たちは現場に出て、伝道をして人々

を救いに導くように。

・教会は、伝道のために用いられる

神様の道具である。

・人々を救いに導く者になれるように。



区域地教会（2018 年 3 月 4 日～3月 10 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「ツラノの講堂の運動」(使徒 19:1-10)

【讃美】 262 つみのやみじに

【祈り】

①教会の祈りの課題

・「決断」「正しい癒し」「サミットの祝福」(本部元旦メッセージ)の成就のために。

・「日本と世界を生かす教会」(使徒 11:19－30)(福音宣教教会元旦メッセージ)の

成就のために。

・ 3 今日(御言葉、祈り、伝道)、 3 弟子(秘密決死隊、レムナントミニストリー、Holy Mason)、

3 サミット(霊的サミット、技能サミット、文化サミット)の契約を掴み成就を味わう。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

とは、限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

講壇メッセージを通した御言葉・祈り・伝道

御言葉黙想

使徒 19:9-10(しかし、ある者たちが心をかたくなにして聞き入れず、
会衆の前で、この道をののしったので、パウロは彼らから身を引き、

弟子たちをも退かせて、毎日ツラノの講堂で論じた。

これが二年の間続いたので、アジヤに住む者はみな、ユダヤ人も

ギリシヤ人も主のことばを聞いた)

祈り

天の父なる神様。あなたの大いなる恵みに感謝をします。主の大きな愛の

中で、ただイエスキリストの信仰をかたく持つことが出来るように導いて

下さい。主がいつも私の心の中心の中にいて下さり私の心配や葛藤、恐れ

が癒されていきますように。神様を心の主人として、平安な歩みを送らせ

て下さい。また、神様の恵みによって、私を証し人になれる程に恵みを与

えて下さい。このお祈りをイエス・キリストのお名前によってお祈りをし

ます。アーメン

伝道

今週の

ミッション

・御言葉の黙想・暗唱・書き起こし

・霊的な呼吸の祈り

呼吸の祈り

息を吐き出す時 息を吸い込む時

福音 私の悩みと心配を主に委ねます イエス・キリストは全ての問題の解決者です

信仰 私の不信仰を取り去って下さい 私に御言葉を信じる信仰を下さい

御言葉 私の罪を許して下さい 私に御言葉に従う信仰を与えてください

霊
私を邪魔するサタンの力は

イエス・キリストの名で打ち砕かれよ
私に聖霊充満を与えて下さい

感謝 私の過去の傷を全て捨てます 全ての事を感謝させて下さい

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


